
ＧＷ前に「運動会」を行うことの教育的意義 

現在のところ、令和５年度もＧＷ（ゴール

デンウィーク）前に「運動会」を実施するよ

うに考えています。 

ＧＷ前に「運動会」を行うことの教育的意

義について、私の考えを述べたいと思います。 

それは、大きく２つあります。 
 
１ 入学・進級したことへの自覚 

２ ＧＷ後の落ちつきのある学校生活 
 

【１について】 

「運動会」は、本番での運営・競技も大切

だとは思いますが、それ以上にそこまでの準

備や練習の過程に教育的意義があると考え

ます。 

６年生は、中心となって運営に関わり、責

任のある仕事を任されることで、学校全体の

リーダーとしての自覚をもちます。 

１年生は、いっしょに練習に参加すること

により、上級生の姿からたくさんのことを学

び、小学生になったことの意識が芽生えます。 

他の学年の児童も、２年生は１年生のお手

本となるように、３年生は下学年のリーダー

として、４年生は下学年から上学年の仲間入

りしたこと、５年生は高学年として学校全体

に関わることなど、１つ学年が上がったこと

を喜び、意欲的に活動することができます。  

それが４月です。 

【２について】 

ＧＷ後に「運動会」を実施した場合でも、

どうしても「運動会」が気になり、４月から

準備や練習を行うようになります。また、Ｇ

Ｗを挟むことで、そこまでの練習内容を忘れ

てしまい少し戻って練習しなければならな

いことも生じます。ＧＷで生活のリズムが崩

れているかもしれないところに、準備・練習

が入ってくると学校生活のリズムにも影響

がでます。ＧＷ前に「運動会」を終えていれ

ば、ＧＷ明けから「運動会」で高まった意欲

の下、児童も教師も心にゆとりをもって、学

習やその他の教育活動に向けてリスタート

できると考えます。 

もちろん、ＧＷ前に「運動会」を行うこと

の不安も考えられます。その対策を述べます。 
 
短い期間で準備や練習は間に合うのか。 

 
「運動会の練習は４月から始めなくては

ならない」というきまりはありません。２月

くらいから運動会を視野に入れた内容を少

しずつ入れていけばよいと思います。本校は

単学級でクラス替えがないので、それが可能

です。係児童の選考や練習も同様です。新入

生は、無理のないように配慮し、上級生とい

っしょにがんばった経験を大切にさせたい

と思います。 
 
リレー選手の選考が難しいのではないか。 

 
「選抜リレー」ではなく、「全校生リレー」

を考えています。全校生が参加するので、選

抜する必要はありません。もし「選抜リレー」

だとしても、クラス替えがないので３月中に

選考できます。新入生については、走ってバ

トンを渡すことができるところまでは練習

させたいと思います。 
 
徒競走以外の団体種目の練習に時間がか

かるのではないか。 
 
下記のような種目が優れていると考えます。 
 
 ① 競技者も参観者もルールがよく分か

り、誰もが楽しむことができる。（毎年

やっても飽きない） 

 ② 準備や練習にあまり時間を要しない。

（複数年使うことができる準備物） 

 ③ 競技年齢が限定されず、どの年代でも

すぐに参加できる。 
 
 このような種目を考えていきたいと思い

ます。来年度は、創立１５０周年記念事業の

一つとして、保護者も地域の方もいっしょに

楽しむことができる「参加型の運動会」にし

たいと考えています。 
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